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１. 評価対象区間について

○国道108号は国道47号と共に、東北地方の太平洋側と日本海側を結ぶ東西幹線道路を構成。
○対象区間は国道108号の起点側に位置し、石巻市街地～河南地区(旧河南町)に至る区間である。
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■宮城県・山形県の道路整備状況

⼤崎市

美⾥町

新庄市
最上町

仙台市

⽯巻市

⾈形町

⼾沢村庄内町

酒⽥市

(c) Esri Japan

N

自動車専用道路

対象区間

一般国道

凡 例

事業中区間

石巻市

⼥川町
古川東バイパス
(H2〜 事業中)

約5.1km

H25.3 暫定開通
約2.3km

花渕⼭バイパス
(H27.11 全線開通)

約6.4km

鳴⼦バイパス
(H15.10 全線開通)

約5.9km⾼屋道路
(H18〜 事業中)

約3.4km

新庄〜酒⽥ 約５０㎞ ⼤崎〜新庄 約７０㎞

対象区間

⽯巻〜⼤崎 約４０㎞

E4

E13

E6

E45

E7

E48

⼭形県
宮城県

⼭形市
仙台塩釜港
⽯巻港区

酒⽥港

岩出⼭バイパス
(S53.9 全線開通)

約4.7km

⼩⽜⽥バイパス
(H13.8 全線開通)

約4.3km

涌⾕バイパス
(H4.11 全線開通)

約5.7km

涌⾕町

余⽬酒⽥道路
(H16〜 事業中)

約13 km

H27.11 開通
約5.9km

新庄古⼝道路
(H13〜 事業中)

約11km

H27.11 開通
約2.4km

新庄南バイパス
(H14.5 全線開通)

約4km

東松島市

E45

⻲割バイパス
(H4.9 全線開通)

約9.1km



２. 計画段階評価の進め方（案）

○地域住民や道路利用者の意見を聞きながら、道路計画〔概略ルート、構造等〕について検討を行う。
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■計画段階評価手続きの

進め方、スケジュール

(案)

■地域、道路交通の現状

と課題

■意見聴取方法

東北地方小委員会

【平成30年1月】

■地域、道路の課題

●意見聴取方法

＜ヒアリング＞

対象：関係自治体

企業 等

＜アンケート＞

対象：道路利用者

地域住民

企業 等

意見聴取

（第１回）
東北地方小委員会 対

応
方
針
の
決
定(

概
略
ル
ー
ト
、
構
造
等)

地 方 小 委 員 会

■
政
策
目
標
の
設
定

等

■
評
価
項
目
の
設
定

等

■
比
較
ル
ー
ト
案(

複
数
案)

等

(

概
略
ル
ー
ト
・構
造)

等

■
対
応
検
討
案

意見聴取

計画段階評価

※各段階で随時自治体と調整

今回



３. 地域の概況（土地利用）

○計画段階評価対象区間は石巻市街および河南地区(旧河南町)に位置している。
○国道108号は石巻市街地から旧河南町の市街地を東西に通過している。

対象区間

©Esri Japan

仙台塩釜港
⽯巻港区

航空⾃衛隊
松島基地

万⽯浦

⽯巻市
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⼥川町

登⽶市

涌⾕町

東松島市

松島町

⼤崎市
美⾥町

河南地区
（旧河南町）

桃⽣豊⾥

河北

⽯巻⼥川

⽯巻河南⽯巻港

鳴瀬奥松島

松島北

⽮本

⽯巻⾚⼗字病院

N

⼯業団地・⼯業⽤地

市街地(DID)

凡 例

⾼次医療機関

市町村役場

<施設など>

<⼟地利⽤など>

⾃動⾞専⽤道路
⼀般国道
主要地⽅道

<道路>
対象区間

河南地区(旧河南町)

⼀般都道府県道

観光施設

S59 事業化
H13 2車線完了

涌谷バイパス小牛田バイパス

S57 事業化
H4 2車線完了

E45

E45
⽯巻港

⽯巻市⿂町

⽯巻トゥモロー
ビジネスタウン

須江産業⽤地

須江⼯業団地

JR⽯巻駅

⽇和⼭公園

⽯ノ森萬画館いしのまき元気市場

⽯巻南浜津波
復興祈念公園

(予定地)

サン・ファン館

⽯巻市観光物産
情報センター

農産物直売所「花野果市場」

わくや天平の湯

シーパルピア⼥川

⽯巻市役所
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３. 地域の概況（人口）

○平成２７年の生産年齢人口は、平成２年に比べ全国平均と県平均は約９割だが、石巻市では約７割で
あり全国平均より２５年程度早いペースで減少。

〇高齢化率は全国平均を上回っており、全国より１０年近く早いペースで高齢化が進行している。
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■生産年齢人口(15～64歳)の推移と伸び率 ※平成２年を1.0とした場合

■高齢者人口と高齢化率の推移
※高齢化率…65歳以上の人口が全人口に占める割合

■沿線地域の人口分布

資料：H27国勢調査（ 括弧内はH22国勢調査）

資料：（実測値）H2 ・H7 ・H１2 ・H17 ・H22 ・H27国勢調査
（予測値）日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）

国立社会保障・人口問題研究所

実測値 予測値

実測値 予測値

全国
(0.89)

全国(0.67)

石巻市
(069)

石巻市(0.46)

全国(26.6%)
全国(36.1%)

石巻市(38.7%)

自動車専用道路

対象区間 一般国道

凡 例

事業中区間

⽣産年齢⼈⼝(万⼈) 生産年齢人口の伸び率

⾼齢者⼈⼝(万⼈) 高齢化率

東日本大震災(H23)

東日本大震災(H23)

宮城県(0.69)

宮城県(36.2%)

宮城県(25.2%)

宮城県
(0.92)

(c) Esri Japan

N

⽯巻市
14万7214⼈

(16万0826⼈)
対象区間

美⾥町
2万4852⼈

(2万5190⼈)

涌⾕町
1万6701⼈

(1万7494⼈)

⼤崎市
13万3391⼈

(13万5147⼈)

E４５

E６

E４

⼥川町
6334⼈

(1万0051⼈) 生産年齢人口：

生産年齢
人口の伸び率：

石巻市

石巻市 宮城県 全国平均

（凡例）

伸び率
1.0

石巻市(30.1%)

登⽶市
8万1989⼈

(8万3969⼈)

東松島市
3万9518⼈

(4万2903⼈)

仙台市
108万2185⼈

(104万5986⼈)

高齢者人口：
高齢化率：

石巻市
石巻市 宮城県 全国平均

（凡例）
資料：（実測値）H2 ・H7 ・H１2 ・H17 ・H22 ・H27国勢調査

（予測値）日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）
国立社会保障・人口問題研究所



３. 地域の概況（交通流動）

○石巻市の通勤・通学流動は仙台・東松島方面が多いが、大崎市・涌谷町・美里町との往来も約4千人。
○石巻市・涌谷町・美里町の交通手段は自家用車が主体で増加傾向にある。
○国道108号は、旧石巻市～旧河南町間、石巻市～大崎市方面など内陸部を往来する交通が多く混在。

資料：H12・22国勢調査

■通勤・通学時の交通手段
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■石巻市の通勤・通学流動

宮城県全体 ⽯巻市 涌⾕町 美⾥町

その他：13(約1割)

■石巻市内の国道108号を利用する車両の主な発着地

大
崎
市
方
面

石
巻

(

旧
石
巻
市)

32(約3割)

27(約3割)

東松島
仙台以南

河
南

(

旧
河
南
町)6(約1割)

旧石巻市～旧河南町

資料：H22道路交通センサス（ODデータ）

単位：百台/日

18(約2割)
（断面交通量：96百台/日）

OD内訳：H22センサスベース
交通量推計結果

：検討区間を通過する交通
：その他へ向かう交通

石巻市～大崎市方面

（国道108号 広渕交差点北側）

資料：国勢調査（H27）

N⽯巻市との往来は
約4,000⼈/⽇

石巻市
市内流動：

59,882人/日

大崎市

登米市

仙台市

東松島市

涌谷町
美里町

女川町

1,571人/日

751人/日

1,056人/日

1,878人/日

716人/日

593人/日

6,800人/日

3,236人/日

1,848人/日

2,650人/日

700人/日

2,033人/日

(c) Esri Japan ※500人/日以上の流動のみ図化

⽯巻市から外への通勤・通学
外から⽯巻市への通勤・通学

凡 例



３. 地域の概況（石巻市の産業）

○石巻市の産業構成は宮城県と比較し、１次２次産業の就業者数が多く、中でも製造業の比率が高い。
○製造品出荷額は主にパルプ・紙、食料品、木材、飼料であり、県内におけるシェアはパルプ・紙及び木

材・木製品製造が１位、飲料・たばこ・飼料製造（主に配合飼料）が２位と地域の基幹産業を担う。
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【就業者数の産業別構成比】

資料：国勢調査（H27）

【石巻市の製造品出荷額内訳】

■主要産業の県内におけるシェア

■石巻市における産業の状況

製紙業 合板製造など

配合飼料

県内平均と比較し
製造業の比率が高い

【木材・木製品製造業の出荷額】

資料：工業統計調査(H26)

H26
宮城県出荷額
約770億円

宮城県内
第１位

【飲料・たばこ・飼料製造業の出荷額】

資料：工業統計調査(H26)

H26
宮城県出荷額
約1,471億円

宮城県内
第２位

資料：工業統計調査(H26)

宮城県内
第１位

H26
宮城県出荷額
約1,900億円

【パルプ・紙・紙加工品製造業の出荷額】 【食料品製造業の出荷額】

宮城県内
第３位

資料：工業統計調査(H26)

総額：約2,875億円 資料：工業統計調査(H26)※比率3%未満はその他として集約

H26
宮城県出荷額
約4,944億円



３. 地域の概況（石巻港）

○石巻港（国際拠点港湾）は、石巻市の基幹産業であるパルプ・製紙業、飼料製造業、木材・木製品製造
業等の原材料や燃料の受入れ港となっている。

○製品は石巻港臨港地区より陸送で、県内・岩手・山形など東北各地へ輸送されている。
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■石巻港の品目別海上出入
取扱貨物量（平成27年）

■石巻港に立地する製造工場

：パルプ・製紙業関連 ：飼料製造業関連

資料：宮城県石巻港湾事務所資料、石巻市ヒアリング結果、企業ヒアリング結果

■石巻港を取り巻く取扱貨物の主な流れ

・木材チップ
（オーストラリア等）

・石炭
（インドネシア等）

・原木
（カナダなど）

・とうもろこし
（アメリカなど）

・動植物性

製造飼料
（愛知・静岡など）

製紙
工場

合板
工場

サイロ飼
料製造
工場

コート紙
上質紙

住宅用
合板等

市内の工場

配合
飼料

＜国内＞

鉄道・トラックで関東・中部

など各地

酒田など内陸へは

国道108号経由で出荷

＜海外＞

仙台港まで三陸道を陸送

オーストラリアなど

トラックで県内・岩手・山形

など、東北各地へ出荷

庄内地方・秋田県南部地

域へは国道108号経由

原材料 製品 出荷先

石
巻
港

：木材・木製品製造業関連

パルプ
製紙業

飼料
製造業

木材・
木製品
製造業

トラックで東北・関東など全

国各地

庄内地方・秋田県南部地

域へは国道108号経由

とうもろこし
401（11％）

動植物性製造飼肥料
247（7％）

原木
197（6％）

砂利・砂
534（15％）

その他
392（11％）

木材チップ
854（24％）

単位：フレート千トン

石炭
415（12％）

麦
104（3％）

木製品
103（3％）

石灰石
174（5％）

化学薬品
98（3％）

H27合計
3,521

[フレート
千トン]

資料：宮城の港湾統計（H27）

資料：地理院地図

⽯巻港臨港地区

製紙⼯場

飼料⼯場群

⽊材・⽊製品⼯場群

⽊材・⽊製品⼯場群

化学薬品⼯場群



４. 地域の現状と課題～産業・物流(製紙業)～

〇石巻市のパルプ・紙・紙加工品は東北一位の製造品出荷額を誇る。
〇チップ工場で製造した原料を国道108号で石巻市の工場へ輸送。製造した紙製品も国道108号を使い出

荷されるが、道路構造への不安から車両を小さくし、台数を増やして輸送しており、物流効率化が課題。

8

○山形県酒田市への印刷用紙の輸送は、大型車両を使用したいが、国道
108号の幅員が狭いため、車両サイズを小さくし、運行台数を増やして

対応しているため、コスト高となっている。

(製紙会社系列の輸送事業者)

■自治体別パルプ・紙・紙加工品製造業の出荷額

宮城県
⽯巻市

東北地⽅ 第1位

⻘森県
⼋⼾市

宮城県
岩沼市

福島県
いわき市

岩⼿県
北上市

出
荷

額
(千

万
円

）

資料：⼯業統計(H26)

至

酒
田
市

■国道108号を活用した木質材料・紙製品の流れ

酒⽥市 ⽯巻市

酒⽥市 ⽯巻市

⼤型⾞で運べれば、運⾏頻度
を減らせ、輸送が効率的に

道路が狭く⼤型⾞利⽤に不安
があり、複数台での輸送となり

⼈件費等がコストを圧迫

理
想

実
態

(国道108号広渕交差点の課題)

■道路構造課題に起因する物流の課題

紙製品

紙製品

至

石
巻

国道108号の利⽤が
想定されるチップ⼯場

⽊質材料の
輸送経路

印刷⽤紙の
輸送経路

⼤型⾞が対向⾞線に
はみ出さないと左折でき
ず、通⾏に⼤きく⽀障

至 大崎
石巻市の
製紙工場

N

岩⼿県

・全ての材料がチップ⼯場を経由
・国道108号は⽯巻市への原料
供給ルートのひとつ

(輸送業者ヒアリング結果より) 酒⽥市へ印刷ロール紙
を出荷
(輸送業者ヒアリングより)

宮城県

E45

E4

秋⽥県

⼭形県

⼤崎市

(c) Esri Japan



４. 地域の現状と課題～産業・物流(木材・木製品製造業)～

〇宮城県の原木需要の約７割が合板用途で、その全てを石巻市で生産しており製造品出荷額も最多。
〇原木輸送時は国道108号が利用されるが、幅員が狭小でカーブも多く、中心線をはみ出して走行。

また木材・木製品の出荷先は大崎市が最多で、輸送には品質確保のため安定輸送が課題。
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資料：⼯業統計(H26)

■東北地方の自治体別木材・木製品出荷額 (上位5位)

〇国道108号は幅員も狭く、急カーブもあるた
め、慎重に速度を落として、走行せざるを得ず、
ドライバーの精神的負担になっている。

(木材を輸送する運送業者)

○加工された木製品の輸送は品質確保のため気を
遣う。 (木製品を輸送する運送業者)

■宮城県の木材素材の用途別需要量

出典：宮城県の⽊材需要とその動向
(平成27年) ■原木の運搬状況

■石巻市から出荷される木製品の流れ

資料：H22物流センサス(3⽇間調査)

合板⽤⽊材は全て
⽯巻市で⽣産

パルプ⽤2%

チップ⽤
12%

合板⽤
69%

製材⽤
17%

出
荷

額
(千

万
円

）

宮城県
⽯巻市

秋⽥県
秋⽥市

岩⼿県
宮古市

秋⽥県
能代市

秋⽥県
男⿅市

東北地⽅ 第1位

材料となる原⽊輸送も、国道
108号を利⽤するが中⼼線
をはみ出す場合がある

仙台市
約175トン

⽯巻市

秋⽥県能代市
約200トン

北海道
約114トン

⼤崎市
約380トン

寒河江市
約237トン

福島県以南
2,160トン

⼤崎市への
出荷量が最多

資料：H22物流センサス(3⽇間調査)
(c) Esri Japan

岩⼿県

宮城県

秋⽥県

⼭形県



秋⽥県 岩⼿県

⼭形県
宮城県

庄内
地⽅

庄内豚
古くから、田圃に良質な堆肥
を還元するため畜産が盛んで
あり「庄内豚」ブランドが確立
されている。

資料：「食の都庄内」ブランド
戦略会議HP

N

⽯巻⼯場
JA関連の
飼料製造業者

飼料の輸送経路(庄内⽅⾯に4,300台/年以上)
・庄内地⽅の畜産⼤⼿3社の飼料仕⼊量のうち9割以上

を⽯巻が占める
・特にJAが仕⼊れる飼料は全て⽯巻産

計画段階評価
対象区間

(c) Esri Japan

４. 地域の現状と課題～産業・物流(飼料)～

○石巻港周辺の飼料製造工場からは、庄内地方に国道108号・47号経由で飼料を出荷。
○豚産出額割合は山形県で庄内地方が大きく、石巻港周辺からの飼料が同地方の畜産を支えている。
○飼料の供給停止は畜産業において深刻であり安定供給のための道路ネットワークの強化が課題。

10

■石巻港の飼料製造工場

■石巻市から庄内地方への飼料の流れ

東⽇本⼤震災時の飼料供給停⽌
〇家畜にとって飼料は⽣命線であり各

農家の⽅は飼料を集めるのに奔⾛
した。

(⼭形県農林⽔産部畜産振興課)

〇豚の成⻑が停滞し出荷時期が延び
て経済的な打撃となった。

〇豚の⾁質が落ちて、味が戻るまで相
当の時間を要した。飼料供給停⽌
は⾮常に深刻であり、その輸送ルート
は重要である。

（庄内地⽅の畜産業者）

■山形県庄内地方の豚の
産出額推移

資料：平成18年⽣産農業所得統計
平成27年市町村別農業算出額(推計)

産
出
額(

千
万
円)

増加

■国道108号広渕交差点を走行する
飼料輸送用車両(バルク車)

至 石巻市街

■山形県庄内地方の豚の
産出額割合

資料： 平成27年市町村別農業算出額(推計)

庄内地⽅
81%



新蛇⽥地区
535⼾

新蛇⽥南地区
387⼾

あけぼの北地区
162⼾

N

⼯業団地や市街地が
沿岸部から内陸部へ移転

丸井⼾

河南地区

しらさぎ台
分譲住宅地

対象区間

⽯巻港

須江⼯業団地

北村

⽯巻合同庁舎
（移転後）
H30年4⽉

利⽤開始予定

⽯巻あゆみの駅
H28年3⽉開業

広渕地区
36⼾

須江産業⽤地

国道108号
交通量増加

⽯巻ﾄｩﾓﾛｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾀｳﾝしらさぎ台分譲住宅地

蛇⽥地区
従業者数増加

E45

商業施設集積
エリア

(c) Esri Japan

⼯業団地・⼯業⽤地
市街地(DID)

凡 例
⾃動⾞専⽤道路
⼀般国道
主要地⽅道
⼀般都道府県道

<道路種別>

<⼟地利⽤など>

その他道路
復興新市街
東⽇本⼤震災

津波浸⽔
復興公営住宅
⽯巻合同庁舎(移転後)
⽯巻あゆみの駅

〇震災後、工業団地や市街地が沿岸部から内陸部へ移転。沿線地域の人口・従業者数は増加。
○工業団地として須江産業用地が整備されたほか、公共インフラや商業施設の整備が進められている。
〇内陸部の開発により国道108号の交通需要は増加(約３割増)､地域住民への安全・安心の確保が課題。

４. 地域の現状と課題～内陸部の開発～ 11

■石巻市内陸部の開発動向

⽯巻トゥモロービジネスタウン

⽯巻市⿂町

■河南地区（旧河南町）の人口推移

○しらさぎ台の分譲地は震災後即完売となった。
○河南地区は人口が増加しており、国道108号の交通量も増加している。

（石巻市）

資料：石巻市市民課(各年9月末現在）

■蛇田地区の従業者数推移 ■対象区間の交通量推移

資料：事業所・企業統計調査(H18)、経済センサス(H21,24,26） 資料：H22道路交通センサス、
H27全国道路・街路交通情勢調査

交通量[百台/⽇]

河南地区⼈⼝ ⽯巻市⼈⼝

(公務員除く)

⽯巻市全体の⼈⼝：１万６千⼈減少
河南地区の⼈⼝：２千⼈増加

東⽇本
⼤震災

所要時間：17.5分

所要時間：23.0分

交通量・所要時間
3割増

６割増



病

N

東松島市

登⽶市

移転後
⽯巻市夜間急患センター
（⽯巻⾚⼗字病院隣）

登⽶市~

所要距離：34.0km
所要時間：43分
搬送速度：47km/h

⽯巻市夜間
急患センター

旧⽯巻市夜間急患センター
（東⽇本⼤震災により被災を受ける）

東松島市~

所要距離：10.7km
所要時間：14分
搬送速度：47km/h

⽯巻市夜間
急患センター

資料：民間プローブ(H28.10 平日)

⼤崎市

⼤崎市夜間
急患センター

病

⼤崎市~

所要距離：35.8km
所要時間：68分
搬送速度：31km/h

⽯巻市夜間
急患センター

○高規格道路を利用可能な地域と
比較し、国道１０８号沿線地域
からの速達性は劣る。

(c) Esri Japan

病

病

病

⽯巻市夜間急患センター
（⽯巻⾚⼗字病院隣）

仙台市夜間休⽇こども急病診療所
名取市夜間急患センター

⼤崎・栗原医療圏 ⽯巻・登⽶・気仙沼医療圏

仙台医療圏

仙南医療圏

N

県北地域

県北地域で⼩児科の
ある夜間急患センター
は⽯巻市のみ

○県北地域で唯一、小児科のある石巻市夜間急患センターは、平成２８年に石巻女川インター近くの石
巻赤十字病院（三次救急医療機関）隣に移転し、大崎・栗原医療圏からの患者数は３倍程度に増加。

○国道108号は幅員が狭い箇所もあり、救急搬送時の追い越しに支障となっており、速達性確保が課題。

４. 地域の現状と課題～医療連携～ 12

■宮城県内における小児科のある夜間急患センター

資料： 患者数：石巻市夜間急患センター

■石巻市夜間急患センターまでの所要時間

○新築移転後は近隣市町からの患者が増えており、夜間に病院まで安
全かつ時間がかからずに利用できる道路は重要である。

(石巻市夜間急患センター)

○国道108号は幅員が狭く、一般車が退避する余裕も少なく、追い越
しに時間がかかり救急搬送の支障となる。

(石巻地区広域行政事務組合消防本部)

■石巻市夜間急患センターへの患者数

他医療圏でも⼩児科の患者数は多い

移転前：(H27.12-H28.11) 移転後：(H28.12-H29.11)

移転後

増加傾向
（約３倍）

その他

272

145

127

523

290

813

小児科

移転前

48

126

【大崎市（小児科）】

患者数(⼈/年) 患者数(⼈/年)

(c) Esri Japan

移転前 移転後
【大崎・栗原医療圏】



○石巻市の観光客数は東日本大震災の落ち込みから回復傾向だが震災以前には及ばず、観光客数の
拡大に向け周遊観光の促進のため、石巻港へ寄港する大型客船の誘致等に取組んでいる。

○広域的な周遊観光の拡大・推進には、東西軸となる国道１０８号の連絡性確保が課題。

４. 地域の現状と課題～周遊観光～ 13

■石巻市の観光客入込数推移

資料：宮城県観光統計概要（H28)
石巻市まち・ひと・しごと創生総合戦略(H31入込目標)

観光客
⼊込⽬標
H28年度
240万⼈
↓

H31年度
300万⼈

東⽇本
⼤震災

内航客船
(国内クルーズ）

寄港

下船 上船移動

外航客船
(海外クルーズ）

出港

下船・⼊国⼿続 観光時間 上船・出国⼿続

（過去3年平均予想上陸時間)

滞在時間 6.5時間

観光時間

■客船の入出港スケジュール（イメージ）

2時間 2時間

1時間 1時間

■増加する石巻港への大型客船の入港(H27～H30)
資料：⽯巻市

滞在時間 4.5時間
移動移動

移動

広域的な周遊観光には移動時間短縮が必要

資料：⽯巻市

H27（1回）

524 620 620 620
872 872

524

2,706

3,247

2,706 2,706

524

H28（2回） H29（4回） H30（5回予定）
内航客船（国内クルーズ） 外航客船（海外クルーズ）

客船定員数(⼈)

寄港数は増加傾向
客船規模は大型化

年度
（寄港回数）

○被災地への視察目的の観光客は全国から来ており、鳴子に宿泊している方も見ら
れる。(石巻市観光協会)

○石巻市と大崎市の間の移動がスムーズになれば鳴子峡や涌谷町・美里町の他、伊
豆沼等への周遊ツアーが形成されることが想定される。 (石巻市観光協会)

○道路状況から移動時間に影響を及ぼす観光地はクルーズ船寄港時のツアーコース
より外す場合があると客船会社より言われている。 (石巻市)

H31⽬標

■石巻港周辺観光地への所要時間と各都市の観光客数

資料：⺠間プローブ(H28.10平⽇)(資料)所要時間：⽯巻市提供資料・距離：石巻港～主要観光地間の距離はDRMリンク長に基づく

N

三陸沿岸道路

宮城県

仙台市
仙台城跡

⼤崎市
鳴⼦峡・
鳴⼦温泉

⽇本三景
松島 ⽯巻市

⾦華⼭

⽯巻市
追分温泉

⼥川町
シーパルピア⼥川

⽯巻市
⽯ノ森漫画館⽯巻港

過去３年平均
予想滞在時間（６.５時間）
での観光可能エリア

⼤崎市 第２位
732万⼈/年

鳴⼦峡・鳴⼦温泉 等

仙台市 第１位
2,215万⼈/年

仙台城跡 等

⽯巻市 第５位
241万⼈/年

⽯ノ森漫画館 等

松島町 第３位
277万⼈/年

伊⾖沼

(c) Esri Japan



N

酒田市

新庄市

大崎市

石巻市

宮城県大崎市、山形県酒田市・
新庄市との相互支援

宮城県内の他圏域
からの支援

⽯巻市
総合運動公園

対象区間

仙台市宮城野区
に整備予定

⼤崎市古川
総合体育館

栗原市築館
総合運動公園

⻑沼
フートピア公園

○東日本大震災時、甚大な津波被害が発生。内陸からの救援・復旧ルートに国道108号が活用された。
○沿線には防災拠点があり、震災後、石巻市・大崎市・酒田市・新庄市は災害時応援体制を確立しており、

太平洋側と日本海側を結ぶ緊急輸送道路として、信頼性の確保が求められる。

４. 地域の現状と課題～防災～ 14

■災害発生時に機能する、石巻市を取り巻く広域的連携（イメージ）

（防災拠点）

広域防災拠点

圏域防災拠点

第⼀次緊急輸送道路
（緊急輸送道路）（災害時応援相互協定）

災害時応援相互協定締結⾃治体
(宮城県⽯巻市・⼤崎市、
⼭形県酒⽥市・新庄市)⾃衛隊基地

⽯巻市総合運動公園
(東⽇本⼤震災時)

○沿岸部の道路は各所で通行止めとなり、
山形県新庄市からの救援物資輸送のために
国道108号が活用された。

○震災後、三陸沿岸道路が災害派遣部隊(自
衛隊・警察等)の緊急車両のみに限定され、
国道４５号も寸断されていたので、幹線道
路としては、国道１０８号に頼らざるをえ
ない状況だった。

（石巻市）資料：宮城県HP

※広域防災拠点…⽀援部隊・⽀援物資の集積場所になるほか，災害医療活動の拠点になるなど，全県をカバーする⾼次の防災拠点
圏域防災拠点…⽀援部隊の活動拠点及び物資の集配拠点として，広域防災拠点と連携し圏域内の市町村が⾏う防災活動を⽀援
後⽅⽀援拠点…⽀援部隊の⼀時集結や，救援物資の中継または⼀時保管など，活動拠点での防災活動の迅速かつ円滑な実施を

⽀援する拠点
(参考：宮城県ＨＰ)

災害時応援相互協定の概要

参加自治体：
宮城県石巻市・大崎市、 山形県酒田市・新庄市

締結年月日：平成24年4月12日
（主旨）
大規模な災害が発生した場合、被災市の災害応援対策
及び災害復旧対策を円滑に遂行するため、災害援助協
定を締結する。

(石巻市・大崎市・新庄市及び酒田市における

災害援助協定書より抜粋)

災害発⽣時は圏域
防災拠点として機能

涌⾕スタジアム
（後⽅⽀援拠点）

涌⾕
スタジアム

須江
産業⽤地

後⽅⽀援拠点

須江産業⽤地
（防災機能を持たせる）

⼤崎⽅⾯
・国道108号 三

陸
沿
岸
道
路

N

対象区間

(東日本大震災時の津波浸水区域)

救援・復旧ルートに
国道108号を活用

津波浸⽔区域（東⽇本⼤震災時）
第⼀次緊急輸送道路 第⼆次緊急輸送道路 第三次緊急輸送道路

鳴瀬奥松島

⽮本

⽯巻港

⽯巻河南

⽯巻⼥川

河北

避難所

航空⾃衛隊
松島基地

須江産業⽤地
（後⽅⽀援拠点に防災

機能を持たせる）

(c) Esri Japan



区 間 北村〜広渕 広渕〜⾚井 ⾚井〜畳⽯ 畳⽯〜須江 須江〜菰継 菰継〜丸井⼾
3.2km 1.4km 2.2km 1.1km 1.2km 2.0km

幅員狭⼩区間(W<8m)

歩道設置
：歩道なし

上り なし あり なし あり なし あり なし あり なし
下り あり なし あり なし あり なし

通学路指定状況

５. 道路の現状と課題～道路構造～ 15

〇対象区間の車道は幅員狭小（8.0m未満）区間が多く(全体の5割)、沿道には家屋の連担区間が存在。
〇特に直角交差点では大型車の走行が困難、石巻市街方面への左折は車両はみ出しなど危険な状況。
〇通学路に歩道の無い区間が約９割あり、歩行者の安全性に課題が残る。

平成29年11月14日16時台 平成28年11月22日8時台 平成28年12月2日7時台平成29年11月14日7時台

① 直角交差点の大型車走行状況（広渕交差点) ② 歩道未設置区間の通学状況(広渕地区) ③ 線形の悪い区間の走行状況（南久林地区） ④ 歩道未設置区間の通学状況(蛇田地区)

資料：MICHIデータ

至 大崎

至 石巻市街
至 大崎

至 石巻市街

至 大崎

至 石巻市街 至 石巻市街

至 大崎

国道108号は歩道のない箇所があり、児童にとって大変危険。
生徒は「命をかけて登校してきている」と本当に思う。 （広渕小学校）

幅員狭⼩区間：約5割
通学路のうち、歩道未設置区間：約9割(うち、1割は歩道が両側とも未設置)

石巻市

東松島市

至 登米

至 大崎

至 仙台

北村交差点

広渕交差点（直角交差点）
丸井戸交差点

蛇田地区

広渕地区

①

② ③

④
赤井交差点
316件/億台キロ

(仮称)広渕小北交差点
361件/億台キロ

須江⼩学校

蛇⽥⼩学校

広渕⼩学校

向陽⼩学校

南久林交差点
395件/億台キロ

菰継交差点
316件/億台キロ

(仮称)旧街道交差点
316件/億台キロ

新金沼交差点
316件/億台キロ

みなみきゅうりん

しんかなぬま

まるいど

あかい

ひろぶちしょうきた

きたむら

E45

ひろぶち
こもつぎ

■構造不良箇所位置図 対象区間

(c) Esri Japan

N
凡 例

幅員狭小区間
（車道部幅員8.0m未満）

急カーブ(R<150)

DID(人口集中地区)

石巻河南IC



南久林交差点

菰継交差点

北村交差点

畳石交差点
26,978台/日

0.73

6,218台/日
0.56

0.78
6,758台/日

4,478台/日
0.63

柳橋交差点

広渕交差点

凡 例

主要渋滞箇所

写真撮影地点

大型商業施設

DID(人口集中地区)

渋滞箇所

(c) Esri Japan

ひろ ぶち

みなみきゅうりん

こも つぎ

まるいど

へびた

N
①

※渋滞箇所は平日平均旅行速度、休日
平均旅行速度で20km/h以下の混雑
が発生する時間帯を発生する区間

至
石
巻
市
街

至 石巻港

丸井戸交差点

新金沼交差点

蛇田交差点
(国道108号)

きたむら

たたみいし

しんかなぬま

やなぎばし

平成29年11月14日7時台

至 大崎

至 石巻市街

① 広渕交差点の混雑状況

至 大崎
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○対象区間には石巻市街地に主要渋滞箇所が２か所(丸井戸交差点、菰継交差点)存在し、沿道出入り
が多く交通も集中することから、慢性的な速度低下が発生。

○主方向が屈折し、車道幅員の狭い広渕交差点付近において、速度低下が発生。

５. 道路の現状と課題～交通渋滞～ 16

対象区間

24時間交通量と
大型車混入率

7,354

11,205

18. 8％
12. 0%

24時間交通量
大型車混入率

交
通

量
（

台
/⽇

）

⼤
型

⾞
混

⼊
率

（
％

）

至 登米

７時台
９時台

11時台
13時台
15時台
17時台

12h平均

休日
下り

←←

平日
上り

→→

平日
下り

←←

休日
上り

→→

凡 例

00〜20km/h
20〜30km/h

50km/h以上
40〜50km/h
30〜40km/h

旅⾏速度

平均旅行速度
(H28.10)

資料：民間プローブデータ
(H28.10)

資料：H27全国道路・
街路交通情勢調査

広渕交差点は
主方向が屈折しているため混雑

沿道出入りが多く
幅員も狭いため混雑

休日は大型
商業施設周
辺で交通が
集中し混雑

平日は朝夕
の通勤・通
学時間帯に
交通が集中
し混雑

７時台
９時台

11時台
13時台
15時台
17時台

12h平均

７時台
９時台

11時台
13時台
15時台
17時台

12h平均

７時台
９時台

11時台
13時台
15時台
17時台

12h平均

こも つぎ

■交通量と時間毎旅行速度図

石巻河南IC



対象区間

５. 道路の現状と課題～交通事故～

〇対象区間の事故率は東北地方平均より高く、死傷事故率が300件/億台・㎞以上の交差点が6箇所存在。
〇沿道出入区間は、出会い頭の事故が比較的高い割合を占める。
〇また、幅員の狭い単路部において死亡事故も発生しており、安全・安心な交通の確保が課題。

17

①

(仮称)広渕小北交差点
361件/億台キロ

死亡事故発生(H25.07)
車両対車両 正面衝突

死亡事故発生(H25.07)
人対車両 横断中

死亡事故発生(H20.10)
人対車両 横断歩道横断中

死亡事故発生(H25.3)
人対車両 その他

赤井交差点
316件/億台キロ

あかい

南久林交差点
395件/億台キロ

みなみきゅうりん

(仮称)旧街道交差点
316件/億台キロ

菰継交差点
316件/億台キロ

こもつぎ

新金沼交差点
316件/億台キロ

しんかなぬま

②

至 仙台

至

石
巻
市
街

至 登米

沿道出⼊区間
出⼊あり

ひろぶちしょうきた
E45

至 大崎

北村交差点

丸井戸交差点

きたむら

まるいど

石巻河南IC

幅員狭⼩区間
W<8m

■死傷事故発生状況図

(c) Esri Japan

N

凡 例
単路死傷事故率

0-50件/億台キロ
50-100件/億台キロ
100-300件/億台キロ
300件/億台キロ-

交差点死傷事故率
0-50件/億台キロ
50-100件/億台キロ
100-300件/億台キロ
300件/億台キロ-

死亡事故発生箇所

DID(人口集中地区)

【写真①】正面衝突死亡事故(H25.07)

【写真②】沿道出入りの状況

■区間事故率
〔件／億台キロ〕

資料：ITARDAデータ（H24～H27）

資料：ITARDAデータ（H24～H27）
■国道108号(直轄区間)の死傷事故率

南久林交差点：395
(国道108号直轄区間 第３位)

県平均(直轄)
58.7億/台キロ

東北平均(直轄)
45.4億/台キロ

※宮城県平均：宮城県内の全ITARDAデータを対象に集計

■事故累計

資料：ITARDAデータ（H24～H27）資料：ITARDAデータ（H24～H27）

平成29年11月14日8時台

至 大崎

至 石巻市街

路側が狭いため、建物や塀で沿道

出入り車両からの見通しが悪い。



周遊観光

課 題

地域産業⽀援

防災

安全・安⼼

医療連携

６. 課題の整理～地域と道路の課題～ 18

地域の現状と課題

〇⽯巻市の製紙業は東北⼀位の製造品出荷額を誇るが、⾞両サイズを
下げ、台数を増やして輸送しており、物流効率化が課題。

〇宮城県における合板は全て⽯巻市で⽣産されており、⽊製品の品質
確保のため安定輸送が課題。

〇⽯巻市で造られる飼料は⼭形県庄内地⽅の畜産業を⽀えており、安
定供給のためにも道路ネットワークの強化が課題。

〇観光客数は震災以前に及ばず、拡⼤に向けて、周遊観光の促進、
⽯巻港へ寄港する⼤型客船の誘致等に取り組んでいる。

〇広域的な周遊観光の拡⼤・推進に、東⻄軸の連絡性確保が課題。

〇東⽇本⼤震災時、救援・復旧ルートに国道108号が活⽤。
〇沿線には防災拠点があり、⽯巻市・⼤崎市・酒⽥市・新庄市は災害
時応援体制を確⽴。
緊急輸送道路として、信頼性の確保が求められる。

〇⼯業団地などの移転に伴い、内陸部の⼈⼝・従業者数が増加。
〇内陸部の開発が進み、国道108号の交通需要は増加、地域住⺠へ
の安全・安⼼の確保が課題。

〇⼩児科夜間急患センターは、県北地域では⽯巻市のみであり、遠⽅
の地域でも患者数は増加傾向。(⼤崎・栗原医療圏から約３倍増)

〇国道108号は幅員が狭く救急搬送時に追い越しが難しく、三次救急
医療機関までの速達性の確保が課題。

(交通渋滞)

(道路構造)

(交通事故)

道路の現状と課題

〇主要渋滞箇所が存在（2箇
所）、沿道出⼊りが多く、慢性
的な速度低下が発⽣。

〇主⽅向が屈折する、広渕交差
点付近において、速度低下が
発⽣。

〇⾞道は幅員狭⼩(8.0m未満)
の区間が多く、沿道には家屋の
連担区間が多く存在。

〇直⾓曲がりの広渕交差点は
⼤型⾞の⾛⾏が困難で⾞両は
み出しなど危険な状況。

〇歩道未設置区間や幅員狭⼩
区間が通学路に指定され、
歩⾏者の安全性に課題。

〇死傷事故率が⾼い（300件/
億台・㎞以上）交差点（6箇
所）が存在。

〇沿道出⼊区間は出会い頭の
事故割合が⾼い。

交通渋滞

交通事故

道路構造



６. 課題の整理～地域の将来像(宮城県・石巻市)～

地域の将来像

19

◎⼯業の再⽣復興、産業の活性化と新産業の育成
〔⽯巻市震災復興基本計画(H23-H32)〕

◎⽔産業等の復旧・復興と産業拠点の形成
〔⽯巻広域都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針 (H28-H32)〕

〇ものづくり産業の早期復興による「富県宮城の実現」
〔宮城県震災復興計画(H23-H32)〕

〇育成・誘致による県内製造業の集積促進
〔宮城県の将来ビジョン(H19-H32)〕

◎地域を⽀える商⼯業の振興、⽯巻港の整備・利⽤促進
〔⽯巻市総合計画(H22-H32)〕

◎地域医療の復旧・復興
〔⽯巻市震災復興基本計画(H23-H32)〕

◎地域の保健・医療・福祉の再構築
〔宮城県震災復興計画(H23-H32)〕

〇安⼼できる地域医療の充実
〔宮城県の将来ビジョン(H19-H32)〕

◎消防・救急救助を充実、防災意識の
向上と円滑な避難体制をつくる

〔⽯巻市総合計画(H22-H32)〕

◎観光業・施設の再⽣復興
〔⽯巻市震災復興基本計画(H23-H32)〕

〇多様な魅⼒を持つみやぎの観光の再⽣
〔宮城県震災復興計画(H23-H32)〕

◎観光資源，知的資産を活⽤した
商業・サービス産業の強化

〔宮城県の将来ビジョン(H19-H32)〕

〇魅⼒ある観光地づくりとPRの推進
〔⽯巻市総合計画(H22-H32)〕

◎国際観光機能等の強化
〔⽯巻広域都市計画区域の整備、

開発及び保全の⽅針 (H28-H32)〕

◎震災からの復旧・復興と災害に強い市街地の形成
〔⽯巻広域都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針 (H28-H32)〕

◎災害に強い道路網 〔⽯巻市震災復興基本計画(H23-H32)〕

◎災害に強い県⼟・国⼟づくりの推進
〔宮城県震災復興計画(H23-H32)〕

〇宮城県沖地震など⼤規模災害による被害を最⼩限にする県
⼟づくり 〔宮城県の将来ビジョン(H19-H32)〕

〇⾃然災害による被害を軽減 〔⽯巻市総合計画(H22-H32)〕

◎⾼速交通体系の整備や利便性の向上
〔⽯巻市都市計画マスタープラン(H21-H37)〕

◎国道・県道の整備を促進
〔⽯巻市総合計画(H22-H32)〕

〇安全でやさしい道路・交通環境形成
〔⽯巻市都市計画マスタープラン(H21-H37)〕

◎交通事故の発⽣を防⽌
〔⽯巻市総合計画(H22-H32)〕

〇中⼼市街地と公共ネットワークの連携
〔⽯巻広域都市計画区域の整備、

開発及び保全の⽅針 (H28-H32)〕

地域産業⽀援

周遊観光

防災

安全・安⼼ 医療連携



６. 課題の整理～地域の将来像(石巻市のまちづくり)～

○石巻市総合計画では、商工業の振興、石巻港の整備・利用促進のほか、地域連携強化と観光ルート
の充実による魅力ある観光地づくりの方針が掲示。

○道路整備では高速交通体系の整備の促進・都市間交通体系整備の促進に取り組む方針が掲示。

⽯巻市のまちづくり基本⽬標

資料：⽯巻市総合計画 平成22年

（１）ともに創る協働のまち
（２）個性と創造性豊かな未来の担い⼿をはぐくむまち
（３）地域資源を活かして元気産業を創造するまち
（４）安⼼して健やかに暮らせるまち
（５）⼼ゆたかな誇れるまち
（６）地域の個性が輝き融和するまち

施策の概要
■国・県道の整備を促進
・⾼速交通体系整備の促進
・都市間交通体系整備の促進
■商⼯業の振興
・ものづくり中⼩企業の⽀援・企業の経営体⼒の強化

■⽯巻港の整備・利⽤促進
・⽯巻港整備の促進

■交通事故の発⽣を防⽌
・道路反射鏡などの交通安全施設の整備

■消防・救急救助を充実
・消防体制の充実・救急対策の推進

■魅⼒ある観光地づくり
・地域連携の強化と観光ルートの充実

■⾃然災害による被害を軽減
・津波・⾼潮対策の推進

20

資料：⽯巻広域都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針（宮城県） 平成28年

都市づくりの基本⽅針



６．課題の整理～地域の将来を見据えた改善すべき課題(案)～ 21

石巻市

⽯巻市
総合運動公園

対象区間

大崎市

(c) Esri Japan

⼤崎市

鳴⼦峡

松島

鳴⼦温泉

⽯ノ森萬画館
⽯巻市

仙台市

東⻄軸の連絡性は劣り、
周遊観光の⽀障となる。

仙台城跡

N

©Esri Japan

シーパルピア
⼥川

周遊観光
◆観光客数は震災以前より減っており、周遊観光の

促進、⽯巻港に寄港する⼤型客船の誘致等に取
り組んでいます。

◆広域的な周遊観光に対応するため、連絡性の確
保が課題です。

(資料)所要時間：H28.10⺠プロ(平⽇)ピーク時旅⾏速度
観光客数：宮城県観光統計概要（H28)

医療連携
◆県北地域で唯⼀、⼩児科のある⽯巻市夜間急

患センターは、⽯巻⾚⼗字病院隣に移転し⼤崎
市等からも患者数が増加しています。

◆国道108号は幅員が狭く、救急搬送時に追い越
しが難しく、三次救急医療機関への速達性の確
保が課題です。

防災
◆東⽇本⼤震災時、国道

108号が内陸からの救
援・復旧ルートとして活
⽤されました。

◆⽯巻市と内陸を結ぶ緊急
輸送道路は国道108号
のみであり、信頼性の確
保が課題です。

地域産業⽀援

写真② 物流の⽀障となる直⾓交差点

図２ ⽯巻市夜間急患センターまでの搬送時間

客船寄港時の予想滞在時間
（６.５時間）での観光可能エリア

資料：宮城県HP

広域防災拠点
圏域防災拠点

第⼀次緊急輸送道路

（災害時応援相互協定）
災害時応援相互協定締結
⾃治体
(宮城県⽯巻市・⼤崎市、
⼭形県酒⽥市・新庄市)

⾃衛隊基地
後⽅⽀援拠点

（防災拠点）

（緊急輸送道路）

N

涌⾕
スタジアム
須江
産業⽤地

航空⾃衛隊
松島基地

仙台市宮城野区
（整備予定）

栗原市築館総合運動公園
⻑沼フートピア公園

古川体育館

至 大崎

至 石巻市街

同じ距離でも国道108号
は時間がかかる。

図３ 主要都市間の所要時間

原料を運ぶのに⽀障
となる直⾓交差点

太平洋側から⽇本海側
の防災拠点を結ぶ
緊急輸送道路。

図４ 災害時おける広域連携

◆対象区間周辺での市街地や⼯業団地の内陸部
への移転が進み、⼈⼝や従業者数の増加のため、
国道108号の交通需要が増加しています。

◆対象区間は急カーブや道幅の狭い区間、歩道の
設置されていない区間が多くあり、安全・安⼼の確
保が課題です。

写真① 歩道が無い区間
の通学状況

安全・安⼼

資料：H22道路交通センサス、
H27全国道路・街路交通情勢調査

場所：国道108号(丸井戸～北村)

震災前
（H19〜22）

震災後
（H24〜27）

図１ 内陸部の開発
に伴う交通需要の増加

交通量[百台/⽇]

所要時間：17.5分

所要時間：23.0分

内陸側の交通需要が
増え所要時間も増加

0 50 100 150

交通量・所要時間
3割増

平成29年11月14日7時台

至 大崎

至 石巻市街

◆国道108号は宮城県⼤崎市
や⼭形県への紙・⽊製品
・飼料輸送上の重要路線で、
地域産業⽀援のため、安定
輸送や物流効率化に向けた
ネットワーク強化が課題です。

◆⽯巻市は紙・⽊製品・飼料の
⽣産が盛んで、国内でも有数
の規模ですが、国道108号が
狭く、物流の効率化が課題で
す。

病

(c)Esri  Japan

N

東松島市

登⽶市

移転後
⽯巻市夜間急患センター
（⽯巻⾚⼗字病院隣）

登⽶市~

距 離 ：34.0㎞
所要時間：43分
搬送速度：47㎞/h

⽯巻市夜間
急患センター

旧⽯巻市夜間急患センター
（東⽇本⼤震災により被災を受ける）

東松島市~

距 離 ：10.7㎞
所要時間：14分
搬送速度：47㎞/h

⽯巻市夜間
急患センター

資料：民間プローブ(H28.10 平日)

⼤崎市~

距 離 ：35.8㎞
所要時間：68分
搬送速度：31㎞/h

⽯巻市夜間
急患センター

⼤崎市

⼤崎市夜間
急患センター

病



◆ヒアリングの調査項目と活用方針

７. 意見聴取方法（案）

ヒアリングの調査項目 ヒアリング結果の活用 備考

関係団体への意見聴取
• 道路や地域の課題に関し、自治体や関係団体への意見聴取を行い、

政策目標の設定に反映する。
共通

◆アンケートの調査項目と活用方針

把握する意見 アンケート結果の活用 備考

地域の課題
将来(10～20年後)を見据えた改善すべき地域の課題について、回答者
の考えを把握する。

第1回道路の課題 国道108号の現状について、回答者の考える課題を把握する。

その他自由意見 その他、道路に関する課題や意見を幅広く聴取する。

比較ルート帯案(複数案)に関する意見 ルート帯選定にあたり、回答者が重要視する視点を把握する。
今後

その他自由意見 その他、各区間に関する意見を幅広く聴取し、計画策定に反映する。

回答者の属性、利用状況 回答結果の差異に対して各分類で整理し、分析する 共通

22

○以下のとおり、地域から意見聴取を実施。
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６．意⾒聴取の対象（案）
■アンケートによる意見聴取の対象（案）

調査対象者 調査手法・規模

地域住民
石巻市、東松島市
大崎市、女川町、
涌谷町、美里町

全戸配布
（約146,500票）

事業所等
上記５市町及び国道
108号・47号の沿線
事業所

郵送配布（約600事業所）

道路
利用者

広域の道路利用者
WEB
留置（市役所、役場、

道の駅）

■ヒアリング調査による意見聴取の対象（案）

調査対象団体

関係団体

〇教育機関【８機関】 ○自治体【５自治体】

○トラック協会【１団体】 〇観光協会【５団体】

〇商工会議所【７団体】 ○主要企業【１１社】

○消防機関【２団体】 ○医療機関【３機関】

〇農業協同組合【２団体】

１．実施主体 ： 国⼟交通省、宮城県、⽯巻市、東松島市、⼤崎市、⼥川町、涌⾕町、美⾥町
２．周知⽅法：記者発表、ポスター掲⽰、新聞広告、⾃治体ＨＰへのバナー貼付、班回覧
３．配布⽅法：①全⼾配布（⽯巻市、⼥川町、東松島市、美⾥町、涌⾕町）

②役所や道の駅等へのアンケート⽤紙を設置
③ＨＰ上でのＷＥＢアンケート

４．回収⽅法：①・②郵便、③ＨＰ上での回答
５．意⾒聴取期間：１ヶ⽉程度

●意見聴取の概要

住⺠アンケート（全⼾配布）：約146,500世帯
⽯巻市 61,259世帯

146,413世帯

東松島市 15,727世帯

⼤崎市 51,164世帯

⼥川町 3,154世帯

美⾥町 9,025世帯

涌⾕町 6,084世帯



①調査概要

７. 意見聴取方法（案） 24

○アンケート案



②国道108号（宮城県石巻市河南地区）の現状 ⇒現国道108号における道路交通及び地域の課題の提示

７. 意見聴取方法（案） 25

○アンケート案



○アンケート案
③質問事項
⇒ 地域の将来を見据えた課題
⇒ 道路整備に求められる機能の確認

７. 意見聴取方法（案） 26

問1 「⽯巻市河南地区」の将来を⾒据えた地域の課題についてどう思いますか？
次のA〜Eについて、「強く思う」〜「全く思わない」の5段階で評価してください。

上記A〜E以外に、あなたが課題だと思うことがあれば、ご⾃由にお書きください。

問2 「⽯巻市河南地区」の将来を⾒据えた地域の課題を解決するため、必要な道路はどのような道路だと思いますか？

項⽬ 強く
思う

やや
思う

どちらとも
⾔えない

あまり
思わない

全く
思わない

Ａ 事故が少なく、安⼼して⾛れる道路 1 2 3 4 5
Ｂ 広域的な医療を担う⽯巻⾚⼗字病院等への速達性を確保する道路 1 2 3 4 5
Ｃ ⽯巻を中⼼とした周遊観光を促進する道路 1 2 3 4 5
Ｄ 物流のネットワーク機能を強化する道路 1 2 3 4 5
Ｅ 災害時に救援物資輸送等に利⽤できる道路 1 2 3 4 5

次のA〜Eについて、「強く思う」〜「全く思わない」の5段階で評価してください。

上記A〜E以外に、あなたが必要だと思うことがあれば、ご⾃由にお書きください。

問3 その他国道108号「⽯巻市河南地区」について、ご意⾒がありましたら、ご⾃由にお書きください。

項⽬ 強く
思う

やや
思う

どちらとも
⾔えない

あまり
思わない

全く
思わない

Ａ 内陸部での住宅や⼯業団地の開発に伴い、交通量が増加するなかで、地域住⺠の安全・安⼼の確保が課題 1 2 3 4 5
Ｂ 患者数が増えている夜間急患センターや三次医療機関(⽯巻⾚⼗字病院)への移動に時間がかかることが課題 1 2 3 4 5
Ｃ 仙台市や⼤崎市、⽯巻地域で、広域な周遊観光をつくっていくうえで、⼤崎・⽯巻間の連絡性確保が課題 1 2 3 4 5
Ｄ ⽯巻地域と内陸部の産業⽀援のため、相互の物流の安定供給や効率化を図ることが課題 1 2 3 4 5
Ｅ 太平洋側と⽇本海側を結ぶ緊急輸送道路が、災害時に確実に通⾏出来るよう信頼性の確保が課題 1 2 3 4 5



問１ 「⽯巻市河南地区」の将来を⾒据えた地域の課題について
以下のA〜Eの項⽬について、該当するもの１つに○を付けてください。

質問 強く
思う

やや
思う

どちらとも
⾔えない

あまり
思わない

全く
思わない

Ａ 安全・安⼼な道路交通の確保
Ｂ 医療施設への時間短縮
Ｃ 広域周遊観光の促進
Ｄ 製品・資材を運搬する時の時間短縮
Ｅ 緊急時の機能確保
上記Ａ〜Ｅ以外で課題だと思うことがあれば、ご⾃由にお書きください。

問２ 「⽯巻市河南地区」に必要な道路機能について
以下のA〜Eの項⽬について、該当するもの１つに○を付けてください。

質問 強く
思う

やや
思う

どちらとも
⾔えない

あまり
思わない

全く
思わない

Ａ 安⼼して⾛れる道路
Ｂ 医療機関への速達性が確保される道路
Ｃ 周遊観光を促進できる道路
Ｄ 物流ネットワーク機能を強化する道路
Ｅ 災害時にも地域⽀援に利⽤できる道路
上記Ａ〜Ｅ以外で必要だと思うことがあれば、ご⾃由にお書きください。

問３ その他のご意⾒
「⽯巻市河南地区」の国道108号についてご意⾒・ご要望がありましたら、ご⾃由にお書きください。

○アンケート案
④返信用はがき（住民用）

⇒ ○回答は、返信用はがきに記入し、郵便ポストや投函ボックスへ

（表面） （裏面）

７. 意見聴取方法（案） 27

ご協⼒ありがとうございました。

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

国道108号 「⽯巻市河南地区」 第1回アンケート 回答欄

あなたについてお聞かせください(記⼊または該当する番号に○)

住所 〒 -
県 市・町・村 (地区名)

性別 1 男性 2 ⼥性 年齢 歳代

職業 1. 会社員 2. 公務員 3. 農業 4. 漁業 5. 林業 6. 観光業
7. 学⽣ 8. 主婦 9. 商業 10. ⼯業 11. 物流・輸送

12. 無職 13. その他( )
国道108号(⽯巻市河南地区)の利⽤⽬的を教えて下さい(該当する1つに○)

1. 通勤・通学 2. 通院 3. 家事・買物 4. 仕事(営業・運送等)
5. 観光・レジャー 6. その他( ) ⇒裏⾯の質問にお答えください

国道108号(⽯巻市河南地区)の主な移動⼿段を教えて下さい(該当する1つに○)

1. ⾃動⾞ 2. 公共交通(バス・タクシー) 3. バイク 4. ⾃転⾞ 5. 徒歩

国道108号(⽯巻市河南地区)の利⽤頻度を教えて下さい(該当する1つに○)

1.ほぼ毎⽇ 2.週数回 3.⽉数回 4.あまり利⽤しない 5.利⽤したことがない

宮城県仙台市太白区あすと長町
４丁目１番６０号

国土交通省 東北地方整備局
仙台河川国道事務所 調査第二課 行

差出有効期間
平成30年○月○日まで

（切手不要）

以下のアンケートにご協⼒お願いいたします。
※本アンケートでお答えいただいた意⾒及び個⼈情報は、他の⽬的で利⽤したり、
第三者に利⽤させたりすることは⼀切いたしません。



以下のアンケートにご協⼒お願いいたします。
※本アンケートでお答えいただいた意⾒及び個⼈情報は、他の⽬的で利⽤したり、
第三者に利⽤させたりすることは⼀切いたしません。

貴事務所についてお聞かせください(記⼊または該当する番号に○)

貴事務所
概要

貴社名(                                     )電話番号( )
所在地(                                                                                         )
ご担当者様 所属(                 )⽒名(                            )

業種 1. 製造業 2. 運輸業 3. 卸売・⼩売業 4. サービス業
5. 学校・教育関係 6. 商⼯会議所 7. 観光協会
8. 農業協同組合 9. 消防 10.その他( )

国道108号(⽯巻市河南地区)の利⽤⽬的を教えて下さい(該当する1つに○)

1.営業 2. 運送・運搬 3. 送迎 4. 利⽤しない
5. その他( ) ⇒裏⾯の質問にお答えください

国道108号(⽯巻市河南地区)の主な移動⼿段を教えて下さい(該当する1つに○)
1. ⾃動⾞(乗⽤⾞) 2. ⾃動⾞(トラック) 3. 公共交通(バス・タクシー)
4. バイク 5. ⾃転⾞ 6. 徒歩
国道108号(⽯巻市河南地区)の利⽤頻度を教えて下さい(該当する1つに○)

1.ほぼ毎⽇ 2.週数回 3.⽉数回 4.あまり利⽤しない 5.利⽤したことがない

差出有効期間
平成30年○月○日まで

（切手不要）

宮城県仙台市太白区あすと長町
４丁目１番６０号

国土交通省 東北地方整備局
仙台河川国道事務所 調査第二課 行

○アンケート案
④返信用はがき（事業者用）

⇒ ○回答は、返信用はがきに記入し、郵便ポストや投函ボックスへ

（表面） （裏面）

７. 意見聴取方法（案） 28

ご協⼒ありがとうございました。

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

5 ４ ２ １3

国道108号 「⽯巻市河南地区」 第1回アンケート 回答欄
問１ 「⽯巻市河南地区」の将来を⾒据えた地域の課題について
以下のA〜Eの項⽬について、該当するもの１つに○を付けてください。

質問 強く
思う

やや
思う

どちらとも
⾔えない

あまり
思わない

全く
思わない

Ａ 安全・安⼼な道路交通の確保
Ｂ 医療施設への時間短縮
Ｃ 広域周遊観光の促進
Ｄ 製品・資材を運搬する時の時間短縮
Ｅ 緊急時の機能確保
上記Ａ〜Ｅ以外で課題だと思うことがあれば、ご⾃由にお書きください。

問２ 「⽯巻市河南地区」に必要な道路機能について
以下のA〜Eの項⽬について、該当するもの１つに○を付けてください。

質問 強く
思う

やや
思う

どちらとも
⾔えない

あまり
思わない

全く
思わない

Ａ 安⼼して⾛れる道路
Ｂ 医療機関への速達性が確保される道路
Ｃ 周遊観光を促進できる道路
Ｄ 物流ネットワーク機能を強化する道路
Ｅ 災害時にも地域⽀援に利⽤できる道路
上記Ａ〜Ｅ以外で必要だと思うことがあれば、ご⾃由にお書きください。

問３ その他のご意⾒
「⽯巻市河南地区」の国道108号についてご意⾒・ご要望がありましたら、ご⾃由にお書きください。


